
■ 発祥の地・大分で43年ぶりの開催
本大会は、水産資源の保護・管理と海
や河川・湖沼の環境保全の大切さを国民
に広めるとともに、つくり育てる漁業の
推進を通じて水産業の振興と発展を目的
として毎年開催されています。
第１回大会は、1981年に皇太子同妃
両殿下をお迎えし、鶴見町（現 :佐伯市鶴
見）で開催され、本年11月10日に２回目
の開催をする運びです。

■ 豊かな水産資源に恵まれる大分
大分県は、豊前海や別府湾や豊後灘な
ど多様な漁場で構成され、全国の高級ブ
ランド魚の先駆け「関あじ関さば」をは

じめ、「城下かれい」、「姫島車えび」、「か
ぼすブリ」などの魅力あるブランド水産
物が多く存在するなど、複雑な海岸線に
より多様な水産物に恵まれています。

■ 豊かな海を次代に引き継ぐ
しかし、近年の気候変動等の影響から、
水産資源の減少が続く一方、漁業の担い
手不足など、水産業を取り巻く環境は厳
しさを増しています。
大会の開催を通じ、本県の豊かな海や
川を次代へ引き継いでいくため、つくり
育てる漁業に一層取り組むとともに、そ
れらを育む自然環境を守る事の大切さを
広くアピールしましょう。

新
し
い
年
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。
旧
年
中
に

賜
り
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
心
温
ま
る
御
支
援
に

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
四
年
が
経
ち
、
ほ
ぼ
終
息
に

向
か
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
終

息
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
な
い
現
状
、
ま
だ
ま
だ

不
安
を
感
じ
ま
す
。
百
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」が
終
息
す
る
に
も
、
約
三
年

が
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
療
・
科
学
は

か
な
り
進
歩
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
ウ
イ

ル
ス
の
脅
威
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
す
。

二
十
年
ぶ
り
に
知
事
が
交
代
し
、
佐
藤
知
事

の
も
と
、
県
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
中
に
県
人

口
は
一
〇
八
万
人
を
割
り
込
む
見
通
し
で
す
。

県
が
二
〇
一
五
年
に
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
。

佐
藤
知
事
は
、「
安
心
元
気
」、「
未
来
創
造
」

の
大
分
県
づ
く
り
を
目
標
に
、
本
年
秋
の
定
例

県
議
会
で
新
た
な
長
期
総
合
計
画
を
策
定
す
る

考
え
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
大
分
県
版
地
方
創
生

総
合
戦
略
の
取
組
に
お
い
て
、「
何
が
良
く
て

何
が
不
足
し
て
い
た
の
か
」を
具
に
検
証
し
、
私

な
り
の
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
」（
き
の
え
・
た
つ
）

で
す
。「
甲
」
は
十
干
の
一
番
目
で
「
物
事
の

始
ま
り
」、「
辰
」は「
万
物
が
成
長
し
動
き
が
盛

ん
に
な
る
様
子
」
を
表
す
そ
う
で
す
。「
辰
」
は

「
龍
」に
も
通
じ
ま
す
。「
昇
り
龍
」の
如
く
勢
い�

よ
く
発
展
す
る
大
分
と
な
る
よ
う
本
年
も
全
力

で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
四
年
　
元
旦

振り返る2023年

１１月月
▷大分政経懇話会「2023年の経済展望～どうなる景気

と物価」（共同通信社経済部長　春木和弘 氏）、ホー
バークラフト旅客ターミナル起工式（大分空港側）▲

大分県東九州新幹線整備シンポジウム
大分県は東九州新幹線と豊予海峡のどちらを望むの
か県民全体で議論す
べきとの意見が示さ
れる。大分と博多を
結ぶ新ルートも提案
される。

２２月月
▷大分政経懇話会「地域の足・大分の鉄道は今後どの

ように変わっていくのか」（鉄道ジャーナリスト　梅
原淳 氏）、連合大分「政策制度委員会・議員懇談会」、
第１回定例県議会開会▲

知事による当初予算案説明
広瀬知事（当時）による最
後の当初予算案が各会派
に示される。骨格予算とは
言え、コロナ対策や防災・減
災対策、子育て支援等の喫
緊の課題に対応した内容が
盛り込まれる。

３３月月
▷連合大分春季生活闘争総決起集会▲

春闘街頭宣伝行動（大分駅前）
日本の賃金水準は先進国の中
で低位にある。最低賃金の平
均額はオーストラリアの半分
以下。長引くコロナ禍、物価・
エネルギー高のなか、世界に遅
れることなく賃金引上げを実
現しなければならない。

４４月月
▷共生型地域づくり勉強会▲

第94回メーデー大分県中央大会
４年ぶりの屋外での
開催。スローガンは「支
え合い・助け合う社会
をつくり、くらしをま
もる！笑顔あふれる未
来をめざし力を合わ
せ、ともに進もう！」。

５５月月
▷内外情勢調査会「岸田政権の課題と日本政治の行方」

講師：政治アナリスト　伊藤惇夫 氏、大分県議会第
１回臨時会、おおいたホームタウン推進協議会、豊府
校区防災士協議会総会▲

第42回 地方×国 政策研究会 
（東京都議会）
昨年４月の地方自治法改正を
受け「市民自治を基本とした
地方行政・議会のあり方」、物
議をかもした「紙保険証の廃
止とマイナンバー制度のこれ
から」について研究を深める。

天
へ
昇
る
龍
の
如
く

勢
い
よ
く
発
展
す
る
年

Destination（目的地・行き先）とCampaign（宣伝）を合成した造語で、地
元自治体と観光関係団体、事業者等とJRグループが協力して実施する国内最
大規模の観光キャンペーンで、大分県では９年ぶりの開催となります。
コロナ禍の終息を見据え、「観光産業の復活と新たなステージへの挑戦」�

「福岡・大分連携による感動の最大化」「地域の魅力再発見と愛着を育むおも
てなしの実現」を基本方針にキャンペーンが展開されます。
キャンペーン期間は４月〜６月。観光立県おおいたの再生を期待します。

2024- 初春
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公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

上
野
の
国
立
科
学
博
物

館
に
「
46
億
年
の
散
歩

道
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。
地
球
誕

生
後
、
生
物
や
人
類
が

ど
う
進
化
し
て
き
た
か
を
、
地

球
の
歴
史
46
億
年
を
24
時
間
に

変
換
し
た
時
計
型
の
パ
ネ
ル
で

紹
介
し
て
い
ま
す
▼
地
球
誕
生

を
午
前
零
時
零
分
と
し
て
、
午

前
４
時
に
は
最
初
の
生
物
が
誕

生
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
16
時
間

以
上
経
っ
た
20
時
40
分
に
魚
の

祖
先
が
誕
生
。
そ
の
後
、
両
生

類
↓
爬
虫
類
↓
ほ
乳
類
へ
と
進

化
し
、
人
類
が
登
場
す
る
の
は
、

23
時
58
分
43
秒
の
こ
と
で
す
▼

そ
し
て
、
人
類
が
農
耕
を
始
め

た
の
は
23
時
59
分
59
秒
。
僅
か

１
秒
で
人
類
は
ス
マ
ホ
を
手
に

し
、
宇
宙
空
間
へ
飛
び
出
す
に

至
る
文
明
科
学
の
驚
愕
的
な
進

歩
を
遂
げ
ま
し
た
▼
そ
の
過
程

の
な
か
で
、
人
類
は
気
候
変
動
、

戦
争
や
貧
困
な
ど
様
々
な
困
難

に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
現
状

の
ま
ま
で
は
、
地
球
上
で
安
定

し
て
暮
ら
し
続
け
る
の
は
難
し

い
と
の
危
機
感
か
ら
２
０
１
５

年
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
が
国
連
総
会
に
お
い

て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
▼
地
球
の
持
続
可
能
性
を
追

求
す
る
こ
と
は
世
界
共
通
の
課

題
で
す
。
さ
り
と
て
、
石
器
時

代
の
暮
ら
し
に
戻
る
の
も
難
し

い
で
し
ょ
う
。
自
然
と
文
明
の

調
和
を
と
る
た

め
に
人
類
が
何

を
な
す
べ
き
か
、

地
球
が
問
い
か

け
て
い
ま
す
。

竹の子記

６６月月
▷大分政経懇話会「映画を早送りで観る人たちに

本の魅力は伝わるのか？」講師：キネマ旬報社 
稲田豊史 氏、連合大分「拡大政策・制度委員会」▲

県議会常任委員会県内所管事務調査
今期は、文教警察常
任委員会に所属。
これで６つの常任
委員会すべてを経
験。県内各地の教
育事務所や学校施
設、警察関係の施設
を調査。（写真：県
警鑑識科学センターにて指紋採取を体験）

７７月月
▷ NPO 法人大分市日中友好協会総会、第２回定

例県議会開会、第63回地方自治研究大分県集会
（竹田市）、大分政経懇話会「岸田政権の課題と
政局展望」（政治解説者：篠原文也 氏）▲

2023連合平和行動 in 大分
ウクライナ紛争や東アジア
地域での緊張の高まりを背
景に、政府は「反撃能力」の
保持に舵を切る。戦争を始
める事より、平和を守ること
の難しさを街頭から訴える。

８８月月
▷ SAGA2024 ライフル射撃競技会の開催に向け

た佐賀県知事訪問（由布市役所）、防災気象講演
会（J:COM ホルトホール大分）、2023連合大
分平和の夕べ・原爆パネル展、第２回定例県議
会閉会、大分みなと祭り（大分港大在埠頭）

▲

夏休みは県議会へ行こう！夏休み子ども議会見学
県内各地の小学校の５・６年生が参加。「学校
に秋休みをつくってほしい」など、子ども達から
次々と要望や
質問が投げか
けられ、議員が
答弁に苦労。

９９月月
▷第76回大分県民スポーツ大会（別府市）、 

大分政経懇話会「AI のいま　チャットGPTのい
る日常」（福知山公立大学副学長　西田豊明 氏）、 
第３回定例県議会、大分県議会都市政策研究会

（大分市長との意見交換）▲

大分県戦没者追悼式 
（別府市・ビーコンプラザ）
終戦から78年を迎える。
昨年は４年ぶりに通常開
催。本県所縁の４万４千
人を超える御霊に哀悼の
意を捧げ、平和の尊さ大切
さを改めて心に刻み込む。

1010月月

▲

ツール・ド・九州 
2023（日田市）
本年度が第１回目
の開催。福岡〜熊
本〜大分ステージ
で連続４日間となる
超ハードな競技日
程。地元チーム「ス
パークルおおいた」も世界のトップクラスの選手
を相手に激走。

▷OITA サイクルフェス、大分市立豊府小学校開校
50周年記念式典、宗麟公まつり・大友氏遺跡フェ
スタ、かごしま国体（鹿児島市）、認知症の人と家
族への援助をすすめる全国研究集会（高松市）、
森林・林業・林産業活性化九州大会（熊本市）

1111月月
▷有害鳥獣捕獲システム調査（嬉野市）、こうざき

校区福祉健康フェスタ、地域課題研究会 in 豊後
大野市、大分大学ホームカミングデー、大友氏顕
彰フォーラム（大分市、津久見市）、議会運営委
員会県外調査（東京都、神奈川県、茨城県）、全国
農林水産物直売サミット（宇都宮市）▲

全国豊かな海づくり大会１年前プレイベント（別府市）
第１回大会は大分県が開
催地。気候変動の影響で、
獲れなくなった魚種もあ
れば、逆に獲れない魚が
水揚げされ、獲れる量も
激減している。（別府湾へ
鯛の稚魚を放流）

1212月月
▷第４回定例県議会閉会、大分県飲酒運転根絶フェア▲

NHK大河ドラマ「大友宗麟」の誘致に向けた要望
西欧文化へ目を開き特色ある活躍を見せた大友
宗麟ほか立花宗茂など魅力ある武将を大河ド
ラマ化していただくよう、議長・副議長、会派代
表有志と大河ドラマ推進協議会の牧会長とで
NHK大分支局長へ要望。

　
県
議
会
三
期
目
を
迎
え
た
今

任
期
、
初
め
て
の
一
般
質
問
の
機

会
を
得
ま
し
た
。

〈
質
問
項
目
〉

一
．�

共
働
き
共
育
て
の
推
進

①�

こ
ど
も
・
子
育
て
施
策

②�

男
性
の
育
児
休
業

③�

県
立
高
校
に
お
け
る
生
徒

の
昼
食

二
．�

大
分
空
港
の
利
用
拡
大

三
．�
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け

る
価
格
転
嫁

四
．�
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
向

け
た
取
組

①�

廃
食
油
の
再
利
用

②�

運
輸
部
門
に
お
け
る
二
酸

化
炭
素
削
減
の
取
組

五
．�

大
分
市
に
対
す
る
県
費
補

助
金

－

こ
ど
も
・
子
育
て
施
策

－

木
田�

本
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率
の

仮
定
値
は
二
〇
三
〇
年
に
二
・

〇
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、昨

年
は
一・四
九
と
二
〇
〇
七
年
以

来
、一・五
を
割
り
込
み
、大
き
く

乖
離
す
る
状
況
で
す
。

　

政
府
は
、
こ
れ
か
ら
の
六
～

七
年
が
少
子
化
傾
向
を
反
転
で

き
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

向
こ
う
三
年
間
の
集
中
取
組
期

間
に
お
い
て「
加
速
化
プ
ラ
ン
」

を
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成

に
向
け
、
こ
ど
も
・
子
育
て
施

策
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い

く
の
か
、知
事
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

答
弁�

ま
ず
は
結
婚
支
援
。
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
か
ら
企
業
を
巻
き
込
ん

だ
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
で
は
、
保

育
料
の
補
助
な
ど
経
済
的
支
援

の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、妊
娠
と

出
生
届
時
の
伴
走
型
相
談
支
援

等
も
始
め
た
。
ま
た
、
男
性
の

子
育
て
応
援
や
職
場
の
理
解
促

進
に
力
を
入
れ
、
男
女
が
共
に

仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
若
い
世
代
が
希
望
ど
お
り
結

婚
し
、安
心
し
て
こ
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
満
足
度

日
本
一
の
大
分
県
づ
く
り
を
進

め
る
。

－

県
立
高
校
に
お
け
る

生
徒
の
昼
食

－

木
田�

共
働
き
世
帯
、ひ
と
り

親
家
庭
の
割
合
も
近
年
増
加
し

て
お
り
、高
校
生
の
お
弁
当
づ

く
り
が
各
家
庭
で
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ

リ
で
注
文
す
る
デ
リ
バ
リ
ー
式
の

弁
当
が
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
と
し
て

利
用
で
き
る
学
校
が
他
県
で
は

あ
る
と
の
こ
と
で
、
生
徒
や
ご
家

庭
に
も
大
変
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
仕
組
み
を
活
用
し
、

生
徒
の
昼
食
を
調
達
し
や
す
く

す
る
環
境
整
備
を
行
っ
て
は
ど

う
か
と
考
え
ま
す
が
、教
育
長
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁�

議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

保
護
者
の
早
朝
の
弁
当
作
り
は

も
と
よ
り
、
パ
ン
の
み
を
食
す
生

徒
が
い
る
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

偏
り
が
あ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
ア
プ

リ
の
利
用
に
つ
い
て
は
生
徒
や

保
護
者
の
選
択
肢
が
増
え
、
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
等
も
勘
案
し

な
が
ら
、
各
高
校
が
主
体
的
に

判
断
で
き
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

－

運
輸
部
門
に
お
け
る

二
酸
化
炭
素
削
減
の
取
組

－

木
田�

近
年
で
は
、ネ
ッ
ト
通
販

の
利
用
が
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
に
つ
い

て
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
で
は「
宅
配
一
回
受
取
り
の

取
組
促
進
」の
項
目
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

現
状
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
・
置

き
配
バ
ッ
グ
が
広
く
普
及
し
て

い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
大
分
市
で
は
、「
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
設
置
費
補
助
」の
制
度
を

設
け
普
及
に
努
め
て
お
り
、
大

変
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、宅

配
の
再
配
達
削
減
も
含
め
、
運

輸
部
門
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

削
減
に
向
け
、県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
生

活
環
境
部
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁�

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

普
及
に
よ
り
、
再
配
達
の
増
加

が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
三
年
度
か
ら
二
年
間
、
置

き
配
バ
ッ
グ
に
よ
る
再
配
達
防

止
の
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
実
証
で
は
、延
べ
八
百
世

帯
が
参
加
し
約
八
割
の
方
が
再

配
達
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
と

回
答
す
る
な
ど
効
果
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
。
現
在
、
市
町
村

と
連
携
し
て
各
家
庭
へ
の
普
及

を
目
指
し
て
い
る
。
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